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等に関する検討会 資料４



ヒヤリング事項（１） （２）
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連系線の利用ルールに関し、基本的に（※）先着優先に基づく連系線予約受付を停止し、又は、スポット市場取引を優先する仕
組み（間接オークション）を導入するに当たって、契約やシステムの見直しなど、御社として必要と考える準備期間と、その理由につい
てご説明をお願いします。

○発電所及び付帯設備への設備投資の資金調達

○電力市場取引の体制完備

○相対受給契約等の条件変更

上記の準備期間として概ね1年以内を必要とする。

ヒアリング事項（１）

ヒヤリング事項（１）の仕組みの導入に当たって、御社として経過措置を必要と考える場合、その理由及び必要とする期間について
ご説明をお願いします。

ヒアリング事項（２）

特段の経過措置は必要としていない。



ヒヤリング事項（３）-1
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その他、連系線利用ルールに関し、御意見があればお願いします。

ヒアリング事項（３）

• 電気利用の選択肢や企業の事業機会の拡大という電力システム改革の
目的の一つを鑑み、地域間連系線の利用ルール（先着優先）の見直し
を強く期待する。

• 地域間連系線はエリア間で系統安定度の維持及び向上を目的とし、相
互に補完するためのインフラとして整備されてきた。

加えて、託送目的での活用もされている。

今後は自然変動電源の導入拡大を支える為エリア間での長周期調整や
周波数維持への更なる活用が不可欠。



ヒヤリング事項（３）-2
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• 制度設計ＷＧでは市場分断の解消による経済効果が試算されてきたが、
地域間連系線の原点に遡り、そのあり方を再確認する。

出典：総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会 電力システム改革小委員会 制度設計ワーキンググループ（第5回）
配布資料4－3 卸電力市場の活性化について（卸電力市場活性化による効果試算）



ルール策定にあたり留意点①
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• 限られた電力需要と地域間連系線の能力において、電気利用の選択肢や企業の事業機会の
拡大をできる環境を形成するには、特定の事業者が連系線の利用を長期に占めたり、予約をす
ることは原則避けるべきである。

独占制限

• 間接オークション実行に当たっては、市場が連系線利用に大きな役割を果たすことから、健全なる
電力市場の育成が不可決である。

健全な市場の育成

• 地域間連系線の活用からさらに将来的には電力結節点（NODES※）毎の需給を見据えた
電力市場運営を興せる環境整備が不可欠である。
※NODES：次頁参照

複数の市場の組成環境整備



（参考） 電力結節点（NODES）
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ルール策定にあたり留意点②
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• 間接オークションでは、連系線の全ての容量を対象としてスポット取引に割り当てるが、先渡取引
での約定分は、実質的に連系線の先着割当に該当するのではないか。
→ 間接オークション導入に合わせて、先渡市場は廃止してはどうか。

• 「電力システム改革貫徹に向けた取組の方向性」ではベースロード電源市場が紹介されるが、
ベースロード電源もスポット市場へ投入するルールを検討してはどうか。

ベースロード電源市場の不要性

• 電源と連系線を紐付けてはルール見直しの意味合いが薄れる。
電源を紐付けるためには個別の受給契約で料金の精算をする方法がある。

• 電源と連系線を固定的に紐付けるのではなく、実潮流ニーズに応じた割り当てをすることにより、
連系線の利用効率を欧米並みに向上させるべきである。

電源紐付けの不要性

• 公平な連系線運用のため、米国に見られるように送電線の空キャパシティ、総キャパシティを随時
公表すべきである。

情報開示の重要性



（参考）課題解決に向けて整備すべき市場
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（出典：総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会 電力システム改革貫徹のための政策小委員会（第1回） 配布資料6 電力システム改革貫徹に向けた取組の方向性）



ルール策定にあたり留意点③
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• 発電量調整供給契約の整備により、計画値に対する実行値の過不足によるインバランスペナル
ティーが極限まで小さくなり、技術的に新規電気事業者の参入障壁が一つ低くなった。

• 一方、小売電気事業者が発電量調整供給契約に頼り、計画値の実行達成への努力を軽視す
る危険が無いか。

利用計画の蓋然性の再確認

• 地域間連系線の活用の目的が経済活動的流通の目的以外に、自然変動電源の拡大を鑑み、
広域周波数調整や予備力融通に活用されるのであれば、システム整備により15分整形は不要
にならないか。

• なお、広域周波数調整などのコストは、受益者である電力消費者に転嫁されるべきでないか。

広域周波数調整への活用


